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注：①問題意識、目的 ②研究方法 ③分析結果 ④考察 ⑤今後の課題 ⑥成果（報告、論文等）の順に記

入してください。字体は MS明朝、文字フォントは 10.5。4ページを超えないで下さい。 

①問題意識、目的 

背景 

全国の商店街は，様々な活性化策を打ち出しているにも関わらず，売り上げ減少，通行量の

減少，商店街の空洞化の問題に直面している。山口市商店街も，同じ問題に直面しており，近

年特に空店舗率が急激に増大し，商店街存続の危機にさらされている。この流れを断ち切り，

商店街の地盤沈下を食い止める為には，限りある資源（人的・金銭的資源等）を有効に使い，

最大の効果を上げる事が求められている。さらに，各商店街の独自性を考えると，各商店街に

はその商店街にふさわしい活性化策を取ることが必要だと考えられる。 

問題意識 

しかし，従来の地方都市商店街活性化の研究の大半は，特定の地域を対象とした単独の事

例研究であり，色々な活性化事業の効果の網羅的な調査や，その比較検討等の試みは，十分に

なされていない。そのため，各環境特性に応じた活性化策の成功要因は，充分に抽出できてい

ないものと考えられる。 

研究目的 

そこで，本研究では，複数の地方都市商店街が置かれている，環境（商圏人口，振興会の

有無，構成組合員数，業種，リーダー有無等）を踏まえ，これまで実行した活性化策とその効

果（売上高及び来客数の増減）を調査・分析することにより，商店街に合った有効な活性化策

を策定するためのインプリケーションを得る。さらに，得られたインプリケーションを，同様

の問題に直面している山口商店街の活性化策に適用し検証する。 

これらを総合して，現在全国各地の商店街が直面している課題に対し，より有効な活性化

策の成功要因を抽出する。 

先行研究レビュー 

商店街活性化の先行研究には，（１）商業活性化に関する研究，（２）都市政策的な分野に関

する研究，（３）その他の都市機能強化に関する研究，（４）活性化組織に関する研究，がある。

このうち，商店街活性化の効果に触れたものを中心にレビューすると，主な活性化策（手法）

として，「再開発」，「リノベーション」，「イベント」が見出された。 

再開発 リノベーション イベント 

任意の土地の高度利用 既存の建物に新たな付加価値を与える

ことを目的として，大規模な設備更新や

間取り変更などを行う 

土地，施設の整備を伴わない，お

祭りや売り出しなどの事業 

再開発と商店街活性化の関係性

は確かに深もののその効果は，あ

り／なし，双方の結論が導出され

ている。再開発だけで良いのか？ 

既存の建物を流用した再生型再開発も

見直されてきている。衰退の進んだ中心

市街地に対して，必ずしも有効な再生手

段とは言えない。 

イベントは，一時的な効果はある

としても，その効果は漸減してい

く可能性も指摘されている。 
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商店街活性化の効果に関する先行研究は，貴重な視点・知見を提示してくれるものの，以下

のような限界も抱えている。先ず，特定地域の単独の事例調査が多い。さらに，効果の確認・

検証までは，なされていない。最後に，活性化の成功の定義が曖昧である。 

②研究方法 

本研究では，先行研究レビューを踏まえ，以下の研究方法とした。 

アンケート調査 

・複数の商店街について，各商店街が置かれた環境を踏まえて調査した 

・活性化策として，再開発，リノベーション・イベントのいずれが有効か調査した 

・活性化効果に対する評価を，商店街，個店の双方から収集した 

・活性化成功の定義を，個店の来客数，売上向上とした 

個別インタビュー調査 

 アンケート調査結果から活性化策が有効だった商店街についてインタビューし，成功した要

因について定性調査を行った。 

③分析結果と考察 

アンケート分析結果 

中四国・九州の 13市の主要な 42商店街組合及びその個店を対象としてアンケートを郵送し

（2012年９月），２１商店街組合から有効回答（回収率：50％有効回答）を得た。 

a）調査対象商店街の活性化策構成 

 

 

 

 

 

 

 

回答のあった２１商店街の内訳は，再開発４，リノベーション５，イベント１２であった

(図.1)。平均店舗数は，再開発が72と多いものの，リノベーションは32と比較的少ない（表.1）。

平均事業費は，再開発が１店舗当たり６千４百万円となっており，リノベーションの２百万よ

り 25倍多かった（表.2）。 

b）活性化策の商店街評価点 

活性化策成功の有無を，本来なら個店の売上高の変化を定量的に調査して分析すべきであ

る。しかし，個店売上高の帳簿や申告等による定量調査は困難である。そこで，個店の活性化

対策に対する個店の評価を，商店街間で比較するため本研究の試みとして評価点を定義した。 

活性化後に来客数や売上高が増えたと回答した個店数に１点を，やや増えた個店数に 0.5

点を，変わらない個店数の 0点を，やや減った個店数に－0.5点を，減った個店数に-1点を乗

じて合計したものを評価点とする。５年後の来客数や売上高も同様に評価点を定義した。 

図.2は，縦軸に平均商店街評価点を取り，

再開発，リノベーション，イベントを比較し

て示したものである。活性化対策後にはイベ

ントの来客数，売上高が高く，５年後には再

開発が高い。リノベーションは活性化対策後

および５年後とも評価点が低い。 

このことから，大きな事業費の伴う再開

発は将来に対する個店の期待を高めると言

える。１店当たりの事業費が少ないリノベー

ションは，商店街全体の個店の評価が高まっ

ていない。 

 

図.1 

表.1 表.2 

図.2 
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c)リノベーション事業費と評価点 

事業費と個店評価データの双方が比較的揃っているリノベーションで事業費と評価点の関

係を分析した。図.3と図.4は横軸に１店当たりの事業費を取り，縦軸に売上高評価点を取っ

て各商店街をプロットしたものである。N数は５と少ないが，１店当たりの事業費と評価点の

相関を見てみるとリノベーション後には相関が無く，５年後の予測は正の相関が見られる。前

述 b）と総合してみると，活性化対策の投資としての事業費は，将来の個店の期待を醸成する

効果があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュー調査結果 

活性化対策に対する個店の評価点が高い商店街を選定しインタビュー調査した。再開発では

諫早市栄町商店街，リノベーションでは米子市紺屋町法勝寺町商店会，イベントでは熊本市下

通二番街/子飼繁栄会，リノベーションとイベントを組み合わせた境港商店街である。インタ

ビュー調査では，商店街が選択した活性化策が，環境に適合していく過程で，そこにかかわる

人や組織がどのように機能し効果へと結びつくのか検討した。その枠組みとして組織論の「統

合的コンティンジェンシーモデル」（野中郁次郎 1978）を用いた。このモデルは，６つの構成

要素から成っている。1.組織に影響を及ぼす外部環境，2.外部環境と組織の間に介在するコン

テクスト（その組織の目標や戦略を含む），3.組織構造（組織の構成員のモチベーションや価

値観），5.意思決定（リーダーシップや意思決定），6.組織有効性，である。これを用いて，ヒ

アリングの結果を整理したのが，表 3～6である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3リノベーション後 図.4   ５年後 

表.3 表.4 

表.6 表.5 



 4

野中モデルを用いてこれらの事例を見たのが図.5である。米子・境港の事例はコンテクス

トの「目標・戦略」が，アーケードの撤去や歩きやすい道づくりといったハード面を導き出し，

来街者数の増加という，有効性につながっていた。諫早・熊本の事例は，組織構造の「他組織

との連携」が，通常では不可能な，職員の 10年間在籍や，多彩なイベントを可能にし，やは

り来街者数の増加という，有効性につながっていた。 

再開発・リノベーション・

イベントといった構造的な

手段を選択する際に，コンテ

クスト，人や組織の果たす機

能面に留意することの重要

性を，この野中モデルで再確

認することができた。 

 

④結論 

（１）アンケートで，構造面の検討を行った。 

 ・効果定義とその定量化新手法を導入し，効果があった商店街を抽出できた。 

 ・３種の活性化策（再開発・リノベーション・イベント）の有効性についても，比較検討を

試みたが，いずれが有効か，結論は見いだせなかった。 

（２）ヒアリングで，機能面の検討を行った。 

 ・抽出した複数の商店街について，現地調査を行い，野中モデルで整理した。 

 ・活性化策の有効性は，「環境に合った活性化策を選択すれば，活性化効果が得られる」と

いった，単線的な関係ではなく，組織の多元的な構成要素の複合バランスによって実現す

ることを説明した。 

商店街に合った有効な活性化策を見出すには，単に活性化策を選択するだけでなく，それを

機能させる視点もまた，重要である。 

（3）貢献 

１）商店街活性化策成功の評価方法提案 

 ・個店の売上高増を活性化策成功とする定義 

 ・個店来客数，売上高の定性値から定量評価可能な評価点を定義 

２）活性化策投資と将来（５年後）の個店売上高増との関係性を示した 

３）商店街活性化効果分析に，ｺﾝﾃｸｽﾄや組織等の機能面評価の必要性を確認した 

 

⑤今後の課題 

１）顧客視点と活性化策の関係性研究 

２) 活性化策が効果を出していない商店街との比較 

３）米屋町商店街活性化企画へのインプリケーション適用による検証 

４）商店街活性化当事者と本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究ﾒﾝﾊﾞの協働による成功要因抽出（最終ｺﾞｰﾙ）。 

  

⑤成果（報告、論文等） 

2013.2.22尾道市商店街連合会活性化委員会にて商店街活性化策に関する現地調査結果報告。 
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